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　「いい村は女が元気だと聞いた」。これは、ジブリ映画「もののけ姫」で主人公
が村の様子を見て言ったせりふです。この村では、男女関係なく、皆で働き、食事し、
笑い合い、活気があります。
　これは現代の社会にも言えることで、活気あるまちにするためには、男女が対
等な構成員として、今よりさらに、女性が活躍する社会を実現する必要があります。
　今回は、なぜ女性の活躍が必要なのか、女性が社会で活躍するための障壁、女
性の力を十分に生かすための取り組みについて考えます。

テーマに対するご意見を
アイデア通信（❼ページ）
でお寄せください。

もっと深く

宇都宮情報
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　　みんなが活躍できる社会を
　　　　　　　　　　どうつくる！？
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したのに、今までの
キャリアが…

結婚・出産しても
働き続けることが
できる企業は…
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？

1年齢3区分別人口の推移

▽出典　平成27年度総務省「国勢調査」を元に推計▽出典　平成27年度総務省「国勢調査」

3市内事業所の仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・
　バランス）の取り組み状況

▽出典　平成28年度男女共同参画に関する事業所意識調査
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　本市の人口は、2018年の約52万人をピークに減少し、
2050年には約45万人になると推測され、労働力の中核とな
る生産年齢人口も、2030年には、約1万6,000人減少し、約
30.6万人になると見込まれています（1参照）。
　将来にわたり、元気なまちであり続けるためには、女性の潜
在的能力を社会に生かし、性別にかかわらず、多様な人材が活
躍できる社会にする必要があります。一歩踏み出してみませんか！
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　支援制度の状況
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に
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の
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を
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る
な
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、
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に
よ
る
固
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的

な
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担
の
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ま
す
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女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と

男
性
の
家
庭
参
画
の
重
要
性

※１　Ｍ字カーブ問題　女性の労働力について、出産・育児を迎える30代で労働力が
減少し、子育てがひと段落した40代で上昇することをグラフ化した際に、M字カーブ
に見えることからこう呼ぶ。これは日本女性の働き方を象徴したもので、国では、経
済活動を持続可能にするため、積極的なM字カーブ解消の対策を推進している。
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女
性
が
企
業
で
活
躍
し
て
い
く
た
め

に
は
、
①
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性
が
企
業
に
採
用
さ
れ
、

②
結
婚
や
出
産
に
か
か
わ
ら
ず
就
業
を

継
続
す
る
こ
と
が
で
き
、
③
ス
キ
ル
を

身
に
付
け
力
を
発
揮
し
て
い
く
、
こ
の

３
つ
の
要
素
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
企
業
の
現
状
は
、

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
※
２
）

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
な
い
事
業
所
」

が
５
割
を
超
え
る
結
果
（
3
参
照
）
と

な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
育
児
に
関
す
る

支
援
制
度
に
つ
い
て
は
、
育
児
休
業
制

度
以
外
の「
子
の
看
護
休
暇
制
度
」や「
再

雇
用
制
度
」「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
」

な
ど
の
導
入
が
十
分
で
は
な
い
状
況

（
4
参
照
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
仕
事
と

生
活
を
両
立
し
な
が
ら
働
き
続
け
る
こ

と
の
で
き
る
職
場
環
境
が
十
分
に
整
備

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
女
性
が
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に
は
、

出
産
や
子
育
て
を
し
な
が
ら
で
も
、
力

を
十
分
に
生
か
し
、「
働
き
た
い
と
思
う

女
性
が
働
き
続
け
ら
れ
る
」
職
場
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
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は
男
女
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方
に
と
っ
て
働
き
や
す
い

職
場
環
境
と
な
る
も
の
で
す
。

※2　ワーク・ライフ・バランス　「仕事と生活の調和」と訳され、男女の性別関係なく、「国民
一人ひとりがやりがいや充実感を持ちながら働き、仕事上の責任を果たすとともに、家庭や地域
生活などにおいても、子育て期、中高年期といった人生の各段階に応じて多様な生き方が選択・
実現できる」ことを指す。

女
性
を
働
き
や
す
く
す
る
た
め
の

職
場
環
境
の
問
題
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取り組み取り組み

男女が共に働きやすい職場を目指す企業
への支援

一般事業主行動計画の策定と認定制度

女性の活躍に向けた
学びの場を提供

ointP
企業を支援

ポイント22 ointP
女性と家族を支援

ポイント

こちらもチェッ
ク

女
性
の 
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せ 

は
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け
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か

　本市では、「再就職」や「起業」「仕事と生
活の両立」を学ぶ講座や、男性の家庭参画
を促す「家族で参加できるセミナー」などを
開催しています。講座などの情報はフェイ
スブックで発信しています。

　本市では、「再就職」や「起業」「仕事と生
活の両立」を学ぶ講座や、男性の家庭参画
を促す「家族で参加できるセミナー」などを
開催しています。講座などの情報はフェイ
スブックで発信しています。

　詳しくは、市ホームページを
ご覧いただくか、男女共同参
画推進センター「アコール」☎
（636）4075へお問い合わせ
ください。

　詳しくは、市ホームページを
ご覧いただくか、男女共同参
画推進センター「アコール」☎
（636）4075へお問い合わせ
ください。

朗報！仕事と子育てなどの両立支援、女性への
家賃補助が充実！

■仕事と子育てなどの両立支援
　本市は年度当初の待機児童
ゼロを2年連続で達成し、未就
学児への教育・保育の提供や病
児保育などの子育て環境整備の充実によ
り、仕事や家庭の両立支援に取り組んでい
ます。
▼保育所・認定こども園などの入所、延長保
育、病児・病後児保育、休日保育などの実施。
問保育課☎（632）2385、2392
▼登録した会員間で相互に援助活動を行う
ファミリーサポートセンター事業。
問ファミリーサポートセンター☎（616）1571

　企業において、本市の女性が一層活躍できるよ
う、さまざまな業種の企業や経済団体、学識経験者、
行政で構成する、「みやシャイン女性活躍推進協議
会」を、7月に立ち上げました。

　この協議会では、情報共有や意見交換
を行いながら、企業の現状を踏まえて、き
め細やかな支援策を検討していきます。
問男女共同参画課☎（632）2343

　事業主は、女性の個性と能力が十分に発揮で
きる社会の実現や、次代の子どもが育成される環
境を整備するため、「一般事業主行動計画」を策
定し、その旨を都道府県労働局に届けることが義
務づけられています（※）。
　計画の目標を達成するなどした優良な事業主
は国から認定マークを受け、女性活躍推進や子育
てサポート企業としてPRすることができ、企業イ
メージの向上や税制・公共調達による優遇措置を
受けることができます。

　女性が活躍するためには、働く側の女性だけで
はなく、雇用する企業の取り組みが必要です。
　本市では、性別に関わりなく個性と能力を発揮
できる働きやすい職場環境づくりに積極的に取り
組んでいる事業者を表彰する、男女共同参画推
進事業者表彰「きらり大賞」を実施しています。
　また、「きらり大賞」受賞事業者の業種ごとのさ

まざまな取り組みなどの事例を記載した
「ワーク・ライフ・バランス実践ガイドブッ
ク」では、仕事と生活の調和・経営戦略・
働きやすい職場環境づくりなどを分かり
やすく紹介しています。詳しくは、市ホー
ムページをご覧ください。
問男女共同参画課☎（632）2343

　女性が活躍するためには、働く側の女性だけで
はなく、雇用する企業の取り組みが必要です。
　本市では、性別に関わりなく個性と能力を発揮
できる働きやすい職場環境づくりに積極的に取り
組んでいる事業者を表彰する、男女共同参画推
進事業者表彰「きらり大賞」を実施しています。
　また、「きらり大賞」受賞事業者の業種ごとのさ

まざまな取り組みなどの事例を記載した
「ワーク・ライフ・バランス実践ガイドブッ
ク」では、仕事と生活の調和・経営戦略・
働きやすい職場環境づくりなどを分かり
やすく紹介しています。詳しくは、市ホー
ムページをご覧ください。
問男女共同参画課☎（632）2343

■フレッシュマン・若年夫婦・
　子育て世帯等家賃補助金
　子育て世帯などに、拠点地域にある優
良な民間賃貸住宅の家賃の一部を補助
します。
　さらに単身女性世帯には上乗せ補助
し、女性の居住や就労への支援に取り組
んでいます。
▼補助額　
市外在住者　上限12万円
市内在住者　上限6万円
問住宅課☎（632）2735

シーデーピージャパンの主な認定など
▼平成27年　次世代育成支援対策推進
法に基づく特例「プラチナくるみん」認定
▼平成28年　女性活躍推進法に基づく
「えるぼし」認定
▼平成29年　市男女共同参画推進事業
者表彰「きらり大賞」

さらに、「みやシャイン女性活躍推進協議会」を立ち上げました！さらに、「みやシャイン女性活躍推進協議会」を立ち上げました！

人事総務部部長　菊元　功さん
シーデーピージャパン いさお

女
性
の
職
場
環
境
を

整
備
し
た
企
業

シ
ー
デ
ー
ピ
ー
ジ
ャ
パ
ン

キラリ輝く

▲アコールフェイスブック■オフィス企業立地支援補助金　
オフィスを新・増設した場合、入居事務
所の賃貸料・改修費用、新規雇用などに
補助。特に女性雇用には上乗せ補助。
▽雇用補助金額　上限2,000万円。1人＝正規10
万円、非正規5万円。1人＝新卒上乗せ10万円、女
性雇用応援上乗せ10万円。
問産業政策課☎(632)2461
■人材確保・定着促進のための事業所向けセ
ミナー　企業における人材確保・定着、働きやすい
職場環境づくりを推進するために、市内事業所を対
象に、仕事と家庭の両立支援などの国の助成金制
度紹介や働き方改革推進に関するセミナーを開催。
問商工振興課☎(632)2446

こちらもチェック

えるぼし　女性の活躍推進に関する取り組みの
実施状況などが優良な企業に対しての認定マーク

くるみん・プラチナくるみん　子育てサポート企
業として、社会を担う子どもの健全な育成を支
援する企業に対しての認定マーク

▽出典　厚生労働省

だ
け
で
な
く
、
派
遣
登
録
者
も
取
得
で

き
る
よ
う
、
独
自
の
育
児
休
業
制
度
を

設
け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
対
象
者
の

ほ
ぼ
全
員
が
育
児
休
業
を
取
得
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
育
児
休
業
か
ら
復
帰
し
た
女

性
社
員
が
社
内
で
ト
ッ
プ
の
営
業
成
績

を
挙
げ
て
い
る
例
も
あ
り
、
貴
重
な
人

材
を
確
保
で
き
て
い
ま
す
し
、
現
在
、

派
遣
登
録
者
の
約
６
割
が
女
性
と
な
る

な
ど
の
効
果
も
出
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
短
時
間
勤
務
や
子
ど
も
の

看
護
休
暇
な
ど
を
、
男
女
問
わ
ず
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
、
残
業
削
減
や
有
給

休
暇
取
得
率
の
向
上
に
も
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
県
内
で
は

　　

当
社
は
「
一
般
事
業
主
行
動
計
画
」

（
左
の
表
参
照
）
に
基
づ
き
、
雇
用
の
枠

を
広
げ
、
よ
り
多
く
の
人
が
働
け
る
よ

う
に
し
、
今
後
見
込
ま
れ
る
労
働
人
口

の
減
少
に
対
応
す
る
た
め
、
女
性
を
営

業
職
に
積
極
的
に
採
用
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
女
性
を
多
く
雇
用
し
て
も
、

出
産
や
育
児
に
よ
り
、
経
験
と
ス
キ
ル

を
持
っ
た
人
材
が
多
く
退
職
し
て
し
ま

う
こ
と
は
、
会
社
に
と
っ
て
も
損
失
に

な
る
た
め
、
従
業
員
が
継
続
し
て
就
労

で
き
る
よ
う
な
労
働
環
境
を
積
極
的
に

整
備
し
て
き
ま
し
た
。

　

当
社
は
、
育
児
休
業
は
事
由
に
か
か

わ
ら
ず
「
２
歳
ま
で
」
と
し
、
正
社
員

ページ番号
1014290

ページ番号
1004052

ページ番号
1003879

ページ番号
1015797

女
性
活
躍
の
取
り
組
み
を

進
め
た
き
っ
か
け

具
体
的
な
取
り
組
み
と
効
果

◎記事の中にある7桁のページ番号を市ホームページのトップページに入力すると、
関連ページが見られます。
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男女が共に働きやすい職場を目指す企業
への支援

一般事業主行動計画の策定と認定制度

女性の活躍に向けた
学びの場を提供

ointP
企業を支援

ポイント22 ointP
女性と家族を支援

ポイント

こちらもチェッ
ク

女
性
の 

幸
せ 

は
社
会
の 

幸
せ

　きっか
け
づ
く
り
し
ま
せ
ん
か

　本市では、「再就職」や「起業」「仕事と生
活の両立」を学ぶ講座や、男性の家庭参画
を促す「家族で参加できるセミナー」などを
開催しています。講座などの情報はフェイ
スブックで発信しています。

　本市では、「再就職」や「起業」「仕事と生
活の両立」を学ぶ講座や、男性の家庭参画
を促す「家族で参加できるセミナー」などを
開催しています。講座などの情報はフェイ
スブックで発信しています。

　詳しくは、市ホームページを
ご覧いただくか、男女共同参
画推進センター「アコール」☎
（636）4075へお問い合わせ
ください。

　詳しくは、市ホームページを
ご覧いただくか、男女共同参
画推進センター「アコール」☎
（636）4075へお問い合わせ
ください。

朗報！仕事と子育てなどの両立支援、女性への
家賃補助が充実！

■仕事と子育てなどの両立支援
　本市は年度当初の待機児童
ゼロを2年連続で達成し、未就
学児への教育・保育の提供や病
児保育などの子育て環境整備の充実によ
り、仕事や家庭の両立支援に取り組んでい
ます。
▼保育所・認定こども園などの入所、延長保
育、病児・病後児保育、休日保育などの実施。
問保育課☎（632）2385、2392
▼登録した会員間で相互に援助活動を行う
ファミリーサポートセンター事業。
問ファミリーサポートセンター☎（616）1571

　企業において、本市の女性が一層活躍できるよ
う、さまざまな業種の企業や経済団体、学識経験者、
行政で構成する、「みやシャイン女性活躍推進協議
会」を、7月に立ち上げました。

　この協議会では、情報共有や意見交換
を行いながら、企業の現状を踏まえて、き
め細やかな支援策を検討していきます。
問男女共同参画課☎（632）2343

　事業主は、女性の個性と能力が十分に発揮で
きる社会の実現や、次代の子どもが育成される環
境を整備するため、「一般事業主行動計画」を策
定し、その旨を都道府県労働局に届けることが義
務づけられています（※）。
　計画の目標を達成するなどした優良な事業主
は国から認定マークを受け、女性活躍推進や子育
てサポート企業としてPRすることができ、企業イ
メージの向上や税制・公共調達による優遇措置を
受けることができます。

　女性が活躍するためには、働く側の女性だけで
はなく、雇用する企業の取り組みが必要です。
　本市では、性別に関わりなく個性と能力を発揮
できる働きやすい職場環境づくりに積極的に取り
組んでいる事業者を表彰する、男女共同参画推
進事業者表彰「きらり大賞」を実施しています。
　また、「きらり大賞」受賞事業者の業種ごとのさ

まざまな取り組みなどの事例を記載した
「ワーク・ライフ・バランス実践ガイドブッ
ク」では、仕事と生活の調和・経営戦略・
働きやすい職場環境づくりなどを分かり
やすく紹介しています。詳しくは、市ホー
ムページをご覧ください。
問男女共同参画課☎（632）2343

　女性が活躍するためには、働く側の女性だけで
はなく、雇用する企業の取り組みが必要です。
　本市では、性別に関わりなく個性と能力を発揮
できる働きやすい職場環境づくりに積極的に取り
組んでいる事業者を表彰する、男女共同参画推
進事業者表彰「きらり大賞」を実施しています。
　また、「きらり大賞」受賞事業者の業種ごとのさ

まざまな取り組みなどの事例を記載した
「ワーク・ライフ・バランス実践ガイドブッ
ク」では、仕事と生活の調和・経営戦略・
働きやすい職場環境づくりなどを分かり
やすく紹介しています。詳しくは、市ホー
ムページをご覧ください。
問男女共同参画課☎（632）2343

■フレッシュマン・若年夫婦・
　子育て世帯等家賃補助金
　子育て世帯などに、拠点地域にある優
良な民間賃貸住宅の家賃の一部を補助
します。
　さらに単身女性世帯には上乗せ補助
し、女性の居住や就労への支援に取り組
んでいます。
▼補助額　
市外在住者　上限12万円
市内在住者　上限6万円
問住宅課☎（632）2735

シーデーピージャパンの主な認定など
▼平成27年　次世代育成支援対策推進
法に基づく特例「プラチナくるみん」認定
▼平成28年　女性活躍推進法に基づく
「えるぼし」認定
▼平成29年　市男女共同参画推進事業
者表彰「きらり大賞」

さらに、「みやシャイン女性活躍推進協議会」を立ち上げました！さらに、「みやシャイン女性活躍推進協議会」を立ち上げました！

人事総務部部長　菊元　功さん
シーデーピージャパン いさお

女
性
の
職
場
環
境
を

整
備
し
た
企
業

シ
ー
デ
ー
ピ
ー
ジ
ャ
パ
ン

キラリ輝く

▲アコールフェイスブック■オフィス企業立地支援補助金　
オフィスを新・増設した場合、入居事務
所の賃貸料・改修費用、新規雇用などに
補助。特に女性雇用には上乗せ補助。
▽雇用補助金額　上限2,000万円。1人＝正規10
万円、非正規5万円。1人＝新卒上乗せ10万円、女
性雇用応援上乗せ10万円。
問産業政策課☎(632)2461
■人材確保・定着促進のための事業所向けセ
ミナー　企業における人材確保・定着、働きやすい
職場環境づくりを推進するために、市内事業所を対
象に、仕事と家庭の両立支援などの国の助成金制
度紹介や働き方改革推進に関するセミナーを開催。
問商工振興課☎(632)2446

こちらもチェック

えるぼし　女性の活躍推進に関する取り組みの
実施状況などが優良な企業に対しての認定マーク

くるみん・プラチナくるみん　子育てサポート企
業として、社会を担う子どもの健全な育成を支
援する企業に対しての認定マーク

▽出典　厚生労働省

受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

よ
り
良
い
職
場
環
境
の
整
備
は
、
継

続
し
て
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
改
善

す
る
必
要
は
あ
り
ま
す
が
、
企
業
の
雇

用
の
在
り
方
を
見
直
す
良
い
き
っ
か
け

に
な
る
と
と
も
に
、
仕
事
相
手
や
就
職

を
考
え
る
人
に
対
し
、
目
に
見
え
る
信

頼
の
証
と
な
り
、
自
信
を
持
っ
て
PR
で

き
、
優
秀
な
人
材
確
保
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　

ま
ず
は
、
社
員
の
働
き
や
す
い
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
が
第
一
で
す
が
、
認

定
取
得
は
企
業
ブ
ラ
ン
ド
に
プ
ラ
ス
と

な
り
ま
す
の
で
、
そ
ん
な
き
っ
か
け
づ

く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

唯
一
、
国
の
認
定
制
度
で
あ
る
「
プ
ラ

チ
ナ
く
る
み
ん
」「
え
る
ぼ
し
（
３
段
階

目
）」
を
取
得
し
、
市
「
き
ら
り
大
賞
」、

県
「
男
女
生
き
活
き
企
業
」
な
ど
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

　
　

　

市
内
に
は
、
優
良
な
企
業
が
多
く
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
認
定
取
得
に
は
、

二
の
足
を
踏
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
認
定
取
得
は
、
自
社
が

働
き
や
す
い
職
場
環
境
で
あ
る
企
業
だ

と
公
に
認
め
ら
れ
、
認
定
マ
ー
ク
を
会

社
や
製
品
な
ど
に
使
用
で
き
、
優
遇
を

ページ番号
1009458

ページ番号
1015889

女
性
活
躍
を
積
極
的
に

認
定
制
度
な
ど
を
取
得

▲栃木労働局
ホームページ

※女性活躍推進法では、常時雇用する労働者301人以上は義務、300人以下は努力義務。
また、次世代育成支援対策推進法では、101人以上は義務、100人以下は努力義務となっ
ています。えるぼし、くるみんの認定制度や取得企業などについて、詳しくは、栃木労働
局ホームページhttps://jsite.mhlw.go.jp/tochigi-roudoukyoku/をご覧ください。
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私の見方私の見方

出
産
や
子
育
て
す
る
女
性
も

　
　
　
　生
き
方
を
選
択
で
き
る
喜
び
を

男
ら
し
く
女
ら
し
く
で
は
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　自
分
ら
し
く

●ワーキングママ
●荻原会計事務所勤務

●女性経営者
●アラマキ　常務取締役

　寺内　裕美さん
ひろ み

荒牧　菜苗さん
な なえ

く
な
る
傾
向
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

私
は
育
児
休
暇
中
に
、
積
極
的
に
女

性
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
や
サ
ロ
ン
に
通

い
、
多
く
の
人
と
交
流
す
る
こ
と
で
、

「
自
分
は
ど
う
し
た
い
の
か
」
と
い
う
気

持
ち
と
し
っ
か
り
向
き
合
う
こ
と
が
で

き
、
選
択
肢
も
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
考
え
を
共
感
で
き
る
仲

間
も
増
え
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
験
が
、

前
向
き
に
仕
事
へ
復
帰
で
き
た
こ
と
に

つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
育
児
休
暇

中
は
子
育
て
が
メ
イ
ン
に
な
り
ま
す
が
、

自
分
の
気
持
ち
と
向
き
合
う
絶
好
の
機

会
で
も
あ
り
ま
す
。
環
境
や
境
遇
に
と

ら
わ
れ
ず
「
自
分
は
ど
う
し
た
い
の
か
」

と
い
う
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

務
の
進
捗
な
ど
を
伝
え
て
く
れ
た
の
で
、

と
て
も
心
強
か
っ
た
で
す
。

　

一
般
的
に
は
、
会
社
で
の
勤
務
条
件

は
固
定
さ
れ
て
い
て
、
女
性
は
出
産
を

機
に
キ
ャ
リ
ア
や
職
場
な
ど
を
失
う
こ

と
が
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
今

の
会
社
は
、
事
情
を
理
解
し
て
く
れ
る

の
で
、
柔
軟
な
働
き
方
を
選
択
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
女
性
が
家
事
と

仕
事
を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
会
社

や
家
族
の
理
解
や
協
力
を
得
る
こ
と
が

不
可
欠
で
す
し
、
最
終
的
に
は
、
自
分

で
選
択
し
決
め
る
と
い
う
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
自

身
の
意
思
を
会
社
と
家
族
に
伝
え
続
け

る
こ
と
が
、
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

女
性
の
生
き
方
は
千
差
万
別

自
分
の
気
持
ち
と

向
き
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

女
性
は
出
産
や
育
児
、
仕
事
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
生
き
方
を
選
択
し
ま
す
が
、

家
庭
で
育
児
を
す
る
女
性
の
行
動
範
囲

や
情
報
は
限
定
的
で
、
選
択
肢
が
少
な

私
の
生
き
方
と
再
就
職

　
私
が
以
前
勤
務
し
て
い
た
会
社
で
は
、

出
産
後
の
復
職
が
難
し
く
、
出
産
を
機

に
専
業
主
婦
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

い
ざ
専
業
主
婦
に
な
る
と
、
社
会
か
ら

取
り
残
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
焦
り
や
、

経
済
的
に
自
立
し
て
い
な
い
自
分
に
不

安
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
２
人
目
を

出
産
後
に
、
再
就
職
を
決
意
し
、
今
の

会
社
に
入
社
し
ま
し
た
。

生
き
方
を
理
解
し

話
し
合
え
る
会
社
と
の
出
会
い

　

今
の
会
社
で
は
出
産
後
、
家
庭
環
境

や
事
情
に
応
じ
て
、
正
社
員
と
パ
ー
ト

を
選
択
で
き
る
な
ど
、
柔
軟
な
働
き
方

が
で
き
ま
す
。
今
回
３
人
目
を
出
産
し
、

復
職
す
る
際
に
は
、
会
社
と
勤
務
条
件

を
話
し
合
い
、
時
短
勤
務
も
提
案
し
て

も
ら
い
ま
し
た
が
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
戻

る
こ
と
を
選
び
ま
し
た
。

　

ま
た
育
児
休
暇
中
は
、
同
僚
が
協
力

的
で
、
復
職
し
や
す
く
な
る
よ
う
、
業

性
差
な
く
生
き
生
き
と

働
け
る
職
場
づ
く
り

　

当
社
は
、
男
女
の
性
差
関
係
な
く
平

等
に
働
け
る
環
境
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

育
児
や
介
護
、
看
護
な
ど
の
休
暇
も
性

別
に
関
係
な
く
設
け
て
い
て
、
有
給
休

暇
を
1
時
間
単
位
で
取
得
す
る
こ
と
が



7

出
産
や
子
育
て
す
る
女
性
も

　
　
　
　生
き
方
を
選
択
で
き
る
喜
び
を

男
ら
し
く
女
ら
し
く
で
は
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　自
分
ら
し
く

●ワーキングママ
●荻原会計事務所勤務

●女性経営者
●アラマキ　常務取締役

　寺内　裕美さん
ひろ み

荒牧　菜苗さん
な なえ

アイデア通信

女性活躍社会について私はこう考えます

男女共に働きやすい職場環境にしていくために、企
業や行政が行うべき必要な取り組みは何だと思い
ますか？
（例：企業のトップや管理職の意識を変え、各種休暇
制度を取得しやすくするための良いモデルを情報
発信するなど）

1

男性が家事や子育て、介護などにさらに参画するた
めに必要な取り組みは何だと思いますか？　当ては
まる番号に○を付けてください（３つまで）。
① 男性の意識改革② 女性の意識改革③ 企業の
トップや管理職の理解④ 男性が育児・介護休業な
どを取得することに対する職場の理解⑤ 企業への
育児・介護休業制度などの周知啓発⑥ 企業におけ
る柔軟な働き方の推進⑦ 若いときからの男女共同
参画に関する学習⑧ その他

2

◀あなたの意見をお寄せください
　市民の皆さんから、「女性活躍社会」についての意見・提案をお受けし
ます。寄せられた意見・提案などは、施策の参考とします。なお、一部を後
日、広報紙で紹介します。質問などへの回答は、直接本人あてに返信しま
せんので、ご了承ください。
　左のはがき（切手不要）を切り取り、11月15日
（木）までにポストに投函してください。他のはがき
や手紙・ファクス・Eメール・市ホームページのアン
ケート（携帯サイト含む）でも受け付けます。
送付先
〒320-8540市役所総合政策部広報広聴課
☎（632）2025、6（639）0627
Eメール：u2030@city.utsunomiya.tochigi.jp
広報うつのみやプラス「女性活躍社会」についての問い合わせ先
市民まちづくり部男女共同参画課
☎（632）2343、6（632）2347
Eメール：u1810@city.utsunomiya.tochigi.jp

▲QRコード
※一部の機種で表示
されない場合があります。

　

経
営
者
と
し
て
、
先
入
観
だ
け
で
活

躍
の
場
を
奪
っ
て
し
ま
う
の
は
、
本
人

の
た
め
に
な
ら
な
い
だ
け
で
な
く
、
会

社
と
し
て
も
い
い
人
材
を
逃
し
、
損
を

し
て
し
ま
い
ま
す
。
性
別
関
係
な
く
、

多
様
な
人
が
そ
の
人
自
身
の
意
志
の
も

と
、
自
分
の
生
き
方
や
や
り
た
い
こ
と

を
自
由
に
選
択
で
き
る
企
業
が
増
え
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、働
く
側
も
、

自
分
の
選
択
の
幅
を
増
や
す
た
め
、
自

分
の
目
で
企
業
を
見
極
め
、
働
き
続
け

ら
れ
る
企
業
を
選
ん
で
も
ら
え
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

で
き
ま
す
。
ま
た
、
男
性
社
員
向
け
に
、

特
別
育
児
休
暇
を
５
日
間
義
務
付
け
て

い
ま
す
。

　

健
康
で
い
続
け
ら
れ
た
ら
い
い
で
す

が
、
長
く
勤
め
て
い
る
と
い
つ
か
は
誰

し
も
突
発
的
に
病
気
に
か
か
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
家
族
を
介
護
す
る
必
要
が

生
じ
た
り
と
、
休
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
出
産

や
育
児
の
休
暇
も
基
本
的
に
同
じ
こ
と
。

お
互
い
様
だ
し
、
予
定
が
分
か
る
だ
け

だ
い
ぶ
助
か
り
ま
す
。
会
社
側
は
し
っ

か
り
と
考
え
を
示
し
、社
員
同
士
が
チ
ー

ム
で
情
報
を
共
有
し
、う
ま
く
フ
ォ
ロ
ー

し
合
う
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

若
い
力
が
育
つ
良
い
き
っ
か
け
に
も
な

り
ま
す
よ
ね
。

自
分
の
意
志
を
大
切
に
す
る
生
き
方

　

人
が
幸
せ
を
感
じ
る
の
は
自
由
が
増

え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
自
由
と
は
、

自
分
の
選
択
肢
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
。

私
の
周
り
で
、
母
と
な
っ
て
力
を
無
く

し
て
し
ま
う
人
が
多
く
い
る
と
感
じ
て

い
ま
し
た
。「
母
だ
か
ら
」
と
、
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
に
自
分
で
制
限
を
し
て

し
ま
っ
た
り
、
変
に
空
気
を
読
ん
だ
り

す
る
の
で
は
な
く
、
も
っ
と
自
分
の
意

志
を
大
切
に
し
て
図
太
く
生
き
て
ほ
し

い
ん
で
す
。
女
だ
か
ら
、
男
だ
か
ら
と

言
っ
て
、や
り
た
い
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
り
、
狭
め
て
し
ま
う
べ
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

会
社
が
担
う
役
割
や
制
度

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
企
業
と
し
て
、

風
土
・
制
度
・
周
り
の
理
解
を
得
る
環

境
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

3
つ
が
そ
ろ
っ
て
初
め
て
社
員
が
自
由

な
選
択
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

ページ番号
1009421



前回の広報うつのみやプラス
「交通未来都市うつのみや」の概要
前回の広報うつのみやプラス

「交通未来都市うつのみや」の概要

本市の描く未来の公共交通
　少子・超高齢社会が本格化する
中、私たちが、50年先・100年先も
安心して便利に暮らせる魅力ある
街にするため、輸送力や定時性に優
れたLRTを基軸に、中心市街地と各
地域を結ぶ幹線バス路線や地域の
日常的な移動手段となる地域内交
通などの充実に取り組んでいます。

誰もが安全・安心・便利に移動できる、利便性の高い公共
交通ネットワークを構築し、活気あふれる「交通未来都市
うつのみや」を創ります。

教えて　未来の宇都宮
　利便性の高い公共交通ネットワークが実現することで、
私たちの暮らしが変わります。具体的には、LRTの整備を契
機として、バス路線が再編され、幹線バス路線の増便・運行
時間帯が拡大するとともに、地域内交通の充実により、目
的に応じて移動手段が選択できるようになります。また、公
共交通の効率的な連携により、人の流れが円滑になり、公
共交通の結節点などには、にぎわいの創出につながる店や
施設などが集まります。加えて、交通ICカードやバスロケー
ションシステムの導入などにより、公共交通全体の利便性
がさらに向上し、便利に暮らせる魅力ある街になります。

前回のテーマ
交通未来都市
うつのみや

　前回の広報うつのみやプラス「交通
未来都市うつのみや」に対して65人の
市民の皆さんからのご意見をいただ
きました。代表的なものを紹介します。

（1）公共交通で便利に移動できる「交通未来都市うつの
みや」に期待することを教えてください。

▽一人でも、歩けなくても、行きたい所へ行けるように
なってほしい（旭2丁目・60代）。
▽移動コストの高い車から公共交通への利用転換を推
進し、低コストで通勤・通学・通院・買い物･観光の移動
が可能になってほしい（西の宮2丁目・80代）。
▽カーシェアリングの推進や自動運転車の普及を望む
（吉野2丁目・60代）。
▽地域内交通と幹線バスが効率的に連携し、郊外部から
でも公共交通で移動しやすい環境になってほしい（金
田町・60代）。
▽LRTとバスを無駄なく効率的に接続させてほしい（陽
東2丁目・60代）。
▽LRTを多くの人が利用し、宇都宮が活気のある街に
なってほしい（上籠谷町・40代）。
▽高齢者が車を運転しなくてもよい街への発展を期待す
る（宮の内4丁目・50代）。
▽清涼感のある自然豊かな環境を作り、人と人との交流が
多く、活気ある都市になってほしい（御幸ケ原町・70代）。
▽交通ＩＣカードを導入し、乗り継ぎ割引など公共交通を
利用しやすくなるようなサービスを実現してほしい（昭
和3丁目・30代）。
▽公共交通が便利になることで、道路の混雑が緩和され、
運転できる人もできない人も快適に外出ができるよう
になってほしい（西原町・20代）。
▽駅や街中に行くのに駐車場や駐車料金、バスのダイヤ
を気にせず出掛けられるようになってほしい（西の宮1
丁目・20代）。

差出有効期間
2020年 月
日まで

【切手不要】

料金受取人払郵便

宇都宮中央郵便局
承　　認

0656

15
8

（受取人）
　宇都宮市旭１丁目１番５号

（宇都宮市役所）
　宇都宮市総合政策部広報広聴課

行

年齢　　　　　 歳
差し支えがなければ記入してください。広報紙で意見を紹介する際には、氏名の記載はしません。
なお、はがきの情報については、目的以外には使用しません。

職業

住所氏名

3 2 0 8 7 4 0              3

3 2 0 8 7 4 0

　広報うつのみやプラスや政策特集は、皆さんに一緒に考
えていただきたいテーマを取り上げ、年に数回編集します。 

▽交通ＩＣカードが使えること（豊郷・50代）。
▽バスの乗り方や行き先などが分かりやすいこと（細
谷町・70代）。

■その他の主なご意見

（2）バスなどの公共交通を利用する際に重要だと思うも
のは何ですか？（○は３つまで）

（件）0

運賃が安いこと

バリアフリーであること

早く移動できること

運行本数が多いこと

乗り継ぎが便利であること

時間通りに着くこと

家の近くから乗れること

2828

7

混雑していないこと 6

12

27

27

26

26

252015105 30

郵 便 は が き


